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呼吸器感染症におけるFK037の 有用性の検討
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新しい注射用セフェム剤FK037の 呼吸器感染症に対する有用性 を検討 した。対象は呼吸器感

染症6例 で,気 管支肺炎5例,慢 性気管支炎1例 である。起炎菌の検出は経気管吸引法(Trans-

tracheal aspiration : TTA)に て行 った。TTA検 出菌は単独菌検出1例,複 数菌検 出3例 で,

菌別には Streptococcus pneumoniae, Pseudomonas aeruginosa, 非発酵グラム陰性桿菌各1株,

嫌気性菌3株 な どであつた。本剤の投与量は0.5g×2/日 お よび1.0g×2/日 が各3例 で,投 与

期間は4～15日 間であった。臨床効果は,6例 中有効3例,や や有効1例,無 効2例 であつた。

副作用はみ られず,臨 床検査値の異常変動では,単 球 の増加およびALP・ γ-GTPの 上 昇が各

1例 に認め られたが,い ずれ も軽度のものであった｡
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FK037は 藤 沢薬品工業株式会社で開発 された新規

の注射用セフェム系抗生物質である。本剤は,ブ ドウ

球菌 を含 むグラム陽性菌から緑膿菌を含むグラム陰性

菌 まで幅広い抗菌 スペ ク トルを有 し,特 にメチシリン

高度耐性Staphylococcus aureusに 対 し既存の β-ラ ク

タム剤に比 し強い抗菌力を示 し,ま た,各 種 β-ラ クタ

マーゼに対する安定性 も良好 である1,2)。今 回,我 々 は

呼吸器感染症 に対する本剤の有用性を検討 したので報

告する。

対 象は1992年9月 か ら1993年1月 に当院 に入 院

し,本 治験参加 に同意 した呼吸器感染症6例 であ る

(Table1)。 年齢 は26～79歳 で,性 別は男性5例,女

性1例 である。アレルギー既往を有するものはな く,

本剤皮内反応試験 も全例陰性であつた。疾患は気管支

肺炎5例,慢 性気管支炎1例 である。基礎疾患 ・合併

症 は全例に認め られ,肺 癌1例,肝 癌1例,糖 尿病2

例 などである。感染症の重症度は全例中等症 である。

起炎菌の検索は経気管吸引法(Transtrachealaspira-

tion : TTA)で 行 つた。TTAに よ り4例 から7菌 種

7株 を検出し,単 独菌検出は1例,複 数菌検出は3例

で,菌 別 に は Streptococcus pneumoniae 1株,

Pseudomonas aeruginosa 1株 の他,嫌 気性菌3株 など

を検出した。なお,複 数菌検出例で非発酵グラム陰性

桿菌 (GNF-GNR) + Corynebacterium sp. は,GNP

GNRの み を起炎菌 と考えた。

方法は,本 剤0.5g(力 価)ま たは1.0g(力 価)バ

イアルを使用 し,1回0.5gま た は1.0gを 生理食塩

水100mlに 溶解 し,1日2回60分 で点滴静注 した。投

与量 は1.0g/日 が3例,2.0g/日 が3例 で,投 与期間は

4～15日 で ある。臨床効果の判定 は,咳 漱 ・喀痰の量

および性状 ・発熱 ・呼吸困難などの自覚症状, CRP・

白血球数 ・胸部X線 像などの諸検査を指標 とし,以 下

の基準により4段 階に区分 した。

著効: 1週 間以内にほとんどすべての臨床症状およ

び臨床検査所見が改善 した場合

有効: 著効基準に達 していないが,本 剤投与 にて十

分な治療効果が得 られた場合

やや有効: 本 剤投与にて何 らかの改善が得 られた場

合

無効: 改善が全 く認められなかった場合

細菌学的効果は,本 剤投与前後の起炎菌の消長より,

消失,減 少,不 変,菌 交代の4分 類で判定 した。

本剤使用中の副作用については,臨 床経過を詳細に

観察 し,薬 剤による と思われ る随伴症状の出現 につい

て検討 した。 また,臨 床検査値異常 に関 しては,投 与

前後 における血液検査(赤 血球数,ヘ モグロビン,ヘ

マ トクリッ ト.白 血球数,血 液像),肝 機 能検査(GOT,

GPT, ALP, γ-GTP, T-Bil),腎 機 能検査 (BUN,

クレアチニン)な どの検査 を行い,薬 剤による影響の

有無 を調べた。
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Table 2. Laboratory findings

B: before A: after -: not done

結果 は,臨 床効果では6例 中有効3例,や や有効1

例,無 効2例 であった。症例5は 肺癌を基礎疾患に有

する肺 炎て,TTAに てGNF-GNRとCorynebacter-

iumsp.を 検 出 し,本 剤投与後臨床症状やCRPに 改 善

が得 られたか,胸 部X線 上十分な改善が得 られなかっ

たため,や や有効 と判定した。症例1は 糖尿病 を基礎

疾 患 に 有 す るPeptostreptococcus microsとFuso-

bacteriumsp.に よ る嫌気性菌性肺炎であるが,本 剤投

与 にて十分 な臨床効果が得 られず無効 と判定 した。

Ceftizoxime,clindamycinに 変更 した ところ有効で

あった。症例4は 肺癌を基礎疾患に有する肺炎である

がTTAに て起炎菌を検出できす,本 剤投与 にて も臨

床効 果が得 られなかったか,imipenem/cilastatinに

変更後有効であったので,本 剤を無効 と判定 した。

副作用はなく,臨 床検査値に本剤 によると思われる

単球の増加,ALP・ γ-GTPの 上 昇が各1例 ずつに認め

られた(Table2)が,い ずれ も軽症であり投与終 了後

すみやかに改善 し,特 に問題はなかった。

本剤は抗菌 スペク トルからみるとS.aureusな どの

グラム陽性菌からP.aeruginosaな どのグラム陰性桿

菌に対 し,既 存のセフェム系薬剤に比較 して非常にバ

ランスのとれた優れた薬剤であ り,臨 床試験で も呼吸

器感染症 においてはその有効率 は90.7%と 優 れてお

り3),今後本剤は呼吸器感染症の治療に対 し,有 用な薬

剤 となる可能性が考 えられる。
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Efficacy of FK037, a new parenteral cephem antibiotic, was evaluated in 6 patients with respiratory 

infections: 5 with bronchopneumonia and 1 with chronic bronchitis. 

Detection of causative organisms was performed by the transtracheal aspiration (TTA) method. 

There were 1 case of monomicrobial infection and 3 of polymicrobial infection. Streptococcus 

pneumoniae, Pseudonionas aeruginosa, glucose non -fermenting gram-negative rod (GNF-GNIZ) and 3 

anaerobic bacteria were identified. The dosages were 0.5g twice daily in 3 cases and 1.0g twice daily 

in 3. The duration of treatment ranged from 4 to 15 days. Clinical effects were good in 3 cases, fair 

in 1 and poor in 2. No adverse reactions were observed, and laboratory examinations showed a slight 

elevation of ALP •Er-GTP in 1 case and monocytosis in 1.


